
研究業績リスト 
  

A: 著書 6  編  E: 特許 3  件 

B: 査読付き原著論文 66  報  F: 学協会からの受賞等 10  回 

C: 総説・解説等 19  報  G: 国際会議における発表 57  回 

D: 研究報告書・研究紀要・研究成果報告書等 29  報  H: 国内学会等における発表 111  回 
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